
　エース株式会社　デザイン展「モチハコブカタチ」概要
・会期　　　：2011年10月4日(火)～23日(日)
・会場　　　：東京藝術大学大学美術館陳列館（1階・2階展示室）
　　　　　　〒110-8714　東京都台東区上野公園12-8
　　　　　　○ＪＲ上野駅、東京メトロ千代田線根津駅　徒歩10分
　　　　　　○京成上野駅、東京メトロ日比谷線・銀座線上野駅　徒歩15分
　　　　　　＊駐車場はございませんので、お車での来館はご遠慮ください。
・開館時間　：10時～18時（入館時間は17時30分まで）
・休館日　　：会期中無休
・入場料　　：無料
・主催　　　：東京藝術大学美術学部デザイン科、エース株式会社
・問い合わせ：03-5843-0606
　　
　

エース株式会社は、2011年10月4日(火)から23日(日)までの期間、東京藝術大学大学美術館陳列館にて、東京藝術大学
との共同プロジェクトである「エース株式会社デザイン展 モチハコブカタチ」を開催致します。

モノを効率的に運ぶ道具＝「モチハコブカタチ」は、時代と共に変化を遂げています。エースデザイン展は、時代や生活シー
ンから求められ誕生したモチハコブカタチのデザインを、エースのバッグを通じてご紹介するものです。本デザイン展は、陳
列館の1階2階で構成されています。
≪1階≫
1階では、カバンの進化の過程を“機能デザイン”の切り口でご紹介します。ビジネス、ソフトトラベル、ハードトラベルといっ
た3つのカテゴリーに分け、エースが1950年から現代に至り生み出してきた商品の中から、特に時代や文化を反映、牽引
してきたバッグ数十点を展示します。展示品の中には、業界で初めてナイロン素材を使用した「東レナイロンエースバッグ」
や、多くの若者から愛され一世を風靡した大ヒット商品「マジソンスクエアガーデンバッグ」なども存在し、当時の時代・生
活シーンと商品を併せてご覧頂ける、充実した内容です。

≪2階≫
2階では、エースバッグを“テクノロジー”の視点で検証。上記3カテゴリーから1点ずつセレクトした最先端のバッグを分解
し、その分解したパーツをアクリル板に貼り付け、レイヤー形式で展示します。エースの最新技術の裏側をご覧頂ける、また
とない機会です。そして、国内唯一のラゲージ工場「赤平工場」(北海道)で実施しているラゲージの品質テストの映像を流
すスペースも設置。インパクトある音と映像を通じて、高品質な国内商品を製造する本工場をご紹介致します。
また会期中、東京藝術大学との共同企画バッグやナイロンバッグのレプリカなど、本デザイン展限定商品も販売します。
　エースデザイン展は、同大学美術学部デザイン科が2005年より実施する「企業のデザイン展」の第4回目の展示となりま
す。エースは、デザイン学校に通う学生や一般のお客様に対し、カバンにより一層興味を持って頂きたいという思いから、こ
の度“日本を代表するデザイン教育の場”として名高い東京藝術大学が実施するこの「企業のデザイン展」に参加すること
を決めました。本デザイン展を通じて、カバン業界の更なる活性化に少しでも貢献できればと考えております。


